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【補助事業概要の広報資料】 

 

補助事業番号  27-1-110 

補助事業名  平成27年度青少年の健やかな成長を育む活動補助事業 

補助事業者名  一般財団法人 日本サイクルスポーツセンター 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

①サイクルスポーツクラブの運営 

      自転車競技愛好者を対象とした「伊豆サイクルスポーツクラブ」を運営する

ことにより、幅広い年代に自転車競技への理解と認識を高め、自転車競技者の

底辺拡大と競技力向上を図る。 

 

     ②自転車競技の地域普及啓発活動 

   近隣の小中学生等にトラック・ロード・MTB・BMX等の自転車競技体験プログ

ラムを提供することにより、自転車競技との出会いの機会を創設し、自転車に

よる地域スポーツの振興を図る。 

（２）実施内容 

①サイクルスポーツクラブの運営  

(http://www.csc.or.jp/sports/sportsclub.html) 

地元のスポーツ少年団にも登録している「伊豆サイクルスポーツクラブ」に

おいては、本センター内の自転車競技施設を訓練会場に活動し、トラック・ 

ロード・MTB・BMXの各競技の実技指導を本センターの指導員並びに外部指導員

の協力のもと実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラック競技活動風景          トラック競技活動風景 
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  ロード競技活動風景          ロード競技活動風景 

 

 

 

 

 

 

 

    ＭＴＢ競技活動風景         ＭＴＢ競技活動風景 

 

 

 

 

 

 

 

  ＢＭＸ競技活動風景           ＢＭＸ競技活動風景 

 

[自転車競技種目] 

・トラック競技 実施場所：400メートルピストほか 

実施回数：39回、参加人数：1,012人 

・ロード競技  実施場所：5キロサーキット 

実施回数：19回、参加人数：250人 

・ＭＴＢ競技  実施場所：MTBコース 

           実施回数：24回、参加人数：172人 

・ＢＭＸ競技  実施場所：BMXコース 

実施回数：24回、参加人数：324人 
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①  自転車競技の地域普及啓発 

（http://www.izuvelodrome.jp/blog/121125_273.html） 

地元伊豆地域の子供達に自転車の魅力体験する機会を提供しており、本センター

所属の日本体育協会公認自転車競技コーチ、日本MTB協会公認インストラクター、

BMXプロライダー等により様々な自転車競技体験プログラムを体験させた。 

 

 [自転車競技体験プログラム] 

・伊豆市ふるさと学究・平塚市交流事業の受入れ 

（5～6年生の参加者35名） 

 

        

        

        

        

        

        

        

オリエンテーション           トラック競技体験 

        

        

        

        

        

        

        

     ＭＴＢ競技体験            ＢＭＸ競技体験 

 [自転車競技体験プログラム] 

・伊豆市立熊坂小学校「ＰＴＡ家庭学究」の受入れ 

（1～6年生の参加者38名） 

        

        

        

        

        

        

        

オリエンテーション           トラック競技体験 

http://www.izuvelodrome.jp/blog/121125_273.html


（別紙５） 
 

      

      

      

      

      

      

      

     ＭＴＢ競技体験            ＢＭＸ競技体験 

 

静岡県立伊豆総合高等学校 体育科目 

            ライフスポーツの受入れ1～3年生 3グループ 

（実施日数：9日間、対象人数：生徒49名、教員3名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆総合高校ライフスポーツ受入 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆総合高校ライフスポーツ受入 
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・自転車競技大会観戦プログラム 

    

    

    

    

    

    

    

   アジア選手権大会・トラックレース      アジア選手権大会・トラックレース 

 

・オリンピック３種目体験プログラム 

    

    

    

    

    

    

    

体験プログラム                 体験プログラム 

 

・自転車を利用したクロストレーニング 

    

    

    

    

    

    

    

クロストレーニング               クロストレーニング 

 

２ 予想される事業実施効果 

①サイクルスポーツクラブの運営 

幅広い年代に自転車競技についての理解や認識を高めていくことで、自転車競技

愛好者の底辺を拡大し、優秀な人材の発掘と将来を見据えたトレーニング指導によ

り競技力の向上が図れるものと思料する。また、自転車競技が地域に根付き生涯ス

ポーツとしての利用拡大に繋がるものと思料する。 
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②自転車競技の地域普及啓発活動 

近隣の小中高生や一般愛好者に、各種自転車競技体験プログラムを提供すること

により、自転車競技との出会いの機会を創設し、自転車競技施設伊豆ベロドローム

の知名度アップを図るなど地元の自転車熱を高めることで、伊豆市が標榜する「サ

イクルメッカ伊豆」の実現の一翼を担うことができるものと思料される。 

 

３ 本事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

該当なし 

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

該当なし 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 一般財団法人 日本サイクルスポーツセンター 

（フリガナ）イッツパンザイダンホウジン ニッポンサイクルスポーツセンター 

住   所： 〒141-0021 

東京都品川区上大崎３丁目３番１号 

代 表 者： 会 長  平 栁  豊（カイチョウ ヒラヤナギ ユタカ） 

担 当 部 署： 総務部総務課（ソウムブ ソウムカ） 

担 当 者 名： 総務課長 土屋博良（ソウムカチョウ ツチヤ ヒロヨシ） 

電 話 番 号： 0558 - 79 - 0006 

F A X： 0558 - 79 - 0908 

E - m a i l： csczaimu＠csc.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.csc.or.jp 
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